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委員長 岡﨑ひろみ

４
月
か
ら
大
手
電
力
会
社
10
社
全
て

で
家
庭
向
け
電
気
料
金
が
、
4
月
の
利

用
分
か
ら
値
上
が
り
し
ま
す
。
例
え
ば

東
京
電
力
の
場
合
、
標
準
的
な
使
用
量

の
家
庭
で
５
５

９
円
、
関
西
電

力
の
場
合
は
５

４

３

円

値

上

が

り

し

ま
す
。

75

歳
以

上

の

人

が

加

入

す

る

後

期

高

齢

者

医

療

制

度

の

年

間

保

険

料

が

２
０
２
４
・

２

０

２

５

年

度

と

2

年

を

か

け

て
、
全
体
平
均
で
約
５
２
０
０
円
（
月

４
３
０
円
程
度
）
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
の
上
限
が
2
万
円
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
医
療
提
供
体
制
、
入
院
調
整
、
各

種
公
費
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
年

２
０
２
４
年
3
月
末
を
も
っ
て
終
了
し

ま
し
た
。
4
月
以
降
は
通
常
の
医
療
提

供
体
制
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
は

高
齢
者
へ
の
定
期
接
種
に
７
０
０
０
円

の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
厚
生
労
働
省
は
４
月
１
日
よ
り
、

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
２
％
強
引
き

下
げ
ま
す
。
身
体
介
護
、
生
活
援
助
、

通
院
乗
降
介
助
を
対
象
と
し
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
訪
問
介
護
の
関
係
団
体
や
ヘ

ル
パ
ー
団
体
な
ど
が
抗
議
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
人
手
不
足
が
加
速
さ
れ
介

護
難
民
の
続
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

気

に

な

る

食

品

の

値

上

げ

は

23
年
に
は

９

７

８

１

品

目

に

上

り

ま

し

た

が
、
24
年

の

値

上

げ

品

目

数

は

前

年

度

の

約
4
割
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
変
わ
り
な
く
、

庶
民
に
は
買
い
物
の
苦
労
が
続
き
ま
す
。

問
題
は
、
苦
し
い
生
活
は
賃
金
が
消

費
者
物
価
の
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
こ

と
が
根
本
的
な
原
因
で
す
。

大
企
業
の
巨
額
の
内
部
留
保
を
大
幅

賃

上

げ

に

回

す

こ

と

、

公

共

料

金

の

値

上

げ

中

止

を

政

府

・

財

界

に

求

め
ま
し
ょ

う
。

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
を
は
じ
め
、
家
庭
向
け
電
気
料
金
、
生
活
必
需

品
な
ど
が
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。
春
闘
で
賃
上
げ
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

大
手
大
企
業
な
ど
一
部
の
み
で
、
非
正
規
労
働
者
に
は
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
バ
ブ
ル
期
を
上
回
る
「
好
景
気
」
で
株
高
と
な
り
、
22
年
度

は
約
28
兆
円
が
株
主
に
還
元
、
ま
す
ま
す
貧
富
の
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
。

大
企
業
の
内
部
留
保
に
課
税
せ
よ
!

法改正前の

保険料額

2024年（法改正後）

の保険料額

2025年度（法改正後）

の保険料額

年収 ８０万円 １５，１００円 １５，１００円 １５，１００円

年収 ２００万円 ８６，８００円 ８６，８００円 ９ ０，７００円

年収 ４００万円 ２１７，３００円 ２３１，３００円 ２３１，３００円

年収１１００万円 ６７０，０００円 ７３０，０００円 ８００，０００円

４月は値上げラッシュ 家計は追いつかず

電
気
代
・
保
険
料
・
食
品
・
・

内
部
留
保
は
約
５
５
５
兆
円

（後期高齢者医療制度の年間保険料改悪案）
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お問い合わせ先週刊新社会を

読みませんか

武
器
輸
出
を
巡
っ
て
は
、
１
９
６
７
年

に
佐
藤
内
閣
は
武
器
及
び
軍
事
技
術
の
輸

出
、
「
武
器
輸
出
三
原
則
」
及
び
「
政
府

統
一
見
解
」
に
よ
り
厳
格
に
堅
持
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
第
二
次
安
倍
内
閣
が

２
０
１
４
年
４
月
、
武
器
輸
出
三
原
則
を

「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
と
呼
称
を
変

え
、
武
器
輸
出
を
「
救
難
、
輸
送
、
警
戒
、

監
視
、
掃
海
」
の
５
類
型
と
し
、
武
器
輸

出
の
門
戸
を
徐
々
に
こ
じ
開
け
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
昨
年
12
月
に
日
本
が
生
産
し
た

殺
傷
兵
器
を
８
カ
国
に
輸
出
可
能
と
し
ま

し
た
が
、
今
回
の
次
期
戦
闘
機
の
第
３
国

へ
の
輸
出
で
日
本
は
「
死
の
商
人
国
家
」

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

日
英
伊
３
カ
国
に
よ
る
次
期
戦
闘
機
の

共
同
開
発
の
条
約
に
昨
年
の
12
月
14
日
に
署

名
し
、
２
０
３
５
年
ま
で
の
初
号
機
配
備

を
目
指
し
、
緊
密
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
防
衛
装
備
移
転
指
針
」
の
改

定
で
は
、
第
３
国
に
武
器
輸
出
す
る
場
合

の
３
つ
の
条
件
を
つ
け
「
歯
止
め
」
と
し

ま
し
た
が
、
内
閣
が
い
つ
で
も
、
自
由
に

改
定
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
「
歯
止
め
」

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
注
目
さ
れ
て
い

た
英
国
と
イ
タ
リ
ア
、
日
本
と
の
共
同
開

発
の
次
期
戦
闘
機
は
２
０
３
５
年
の
配
備

を
予
定
し
、
12
月
14
日
に
は
３
カ
国
間
で
企

業
側
と
の
契
約
や
輸
出
管
理
を
担
う
国
際

機
関
の
設
立
に
合
意
し
、
次
期
戦
闘
機
を

開
発
す
る
国
際
条
約
を
結
び
、
２
０
２
５

年
か
ら
開
発
に
着
手
し
ま
す
。

こ
の
共
同
開
発
機
に
対
し
、
防
衛
省
は

「
日
英
伊
３
カ
国
が
優
れ
た
技
術
を
持
ち

寄
る
歴
史
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
手
放
し
で

賞
賛
。
１
機
１
３
０
億
円
と
言
わ
れ
る
Ｆ

35
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
を
上
回
る
性
能
の
次

期
戦
闘
機
は
巨
額
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま

す
。
こ
の
動
き
は
昨
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た

「
防
衛
産
業
基
盤
強
化
法
」
が
追
い
風
に

な
り
、
武
器
輸
出
を
支
え
る
三
菱
重
工
を

は
じ
め
武
器
生
産
関
係
企
業
は
巨
額
の
利

益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
軍
事
産
業
は
利
益
率
が
低
い

た
め
市
場
か
ら
撤
退
傾
向
で
し
た
が
、
防

衛
省
は
利
益
率
を
８
％
か
ら
15
％
に
引
き
上

げ
、
軍
事
産
業
を
日
本
経
済
の
基
盤
づ
く

り
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

左
記
に
あ
げ
た
主
要
７
社
を
元
受
け
と

し
、
そ
の
下
請
け
企
業
は
戦
闘
機
な
ら
１

万
１
千
社
、
護
衛
艦
は
８
３
０
０
社
と
言

わ
れ
ま
す
。

日
本
経
済
の
活
性
化
は
軍
事
産
業
の
育

成
で
は
な
く
、
自
衛
隊
を
災
害
救
助
隊
に

改
編
す
る
と
と
も
に
、
生
活
に
必
要
な
広

範
な
平
和
産
業
（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
観

光
業
・
小
売
業
・
農
水
産
業
・
防
災
対
策

な
ど
）
の
社
会
づ
く
り
を
国
は
支
援
す
る

べ
き
で
す
。
殺
傷
兵
器
の
輸
出
は
絶
対
に

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
12
月
、
岸
田
内
閣
は
日
本
が
こ
れ
ま
で
他
国
の
兵
器
を
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
し
た
も

の
を
米
国
以
外
の
８
カ
国
に
輸
出
可
能
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
３
月
26
日
、
イ
タ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
が
共
同
開
発
し
た
次
期
戦
闘
機
を
第
３
国
に
輸
出
で
き
る
「
防
衛
装

備
移
転
３
原
則
」
の
運
用
指
針
を
改
悪
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
が
生
産
し
た
殺
傷
兵

器
を
世
界
に
売
り
込
む
た
め
に
、
憲
法
を
公
然
と
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で
す
。

歯
止
め
な
き
武
器
輸
出

国
策
で
軍
事
産
業
育
成

平和憲法・国会と国民無視の武器輸出自由化

主要兵器

① 三菱重工 ３６５２億円 戦闘機・護衛艦中距離地対空誘導弾

② 川崎重工 １６９２億円 潜水艦、スタンド・オフ電子戦機

③ NEC ９４４億円 宇宙状況把握レーザー測距装置

④ 三菱電気 ７５２億円 ０３式中距離地対空誘導弾

⑤ 富士通 ６５２億円 赤外線探査装置情報処理サブシステム

⑥ 東 芝 ３６３億円 機上電波測定装置構成品

⑦ IHI （石川島播磨重 ２９１億円 次期戦闘機次期戦闘機用

⑧ 小松製作所 ２７４億円
１２０ｍｍＭ、ＪＭ１りゅう弾、

信管など、対戦車榴弾

⑨ 日本製鋼所 ２５４億円 ６２口径５インチ砲

⑩ 藤倉航装 ２４９億円 Ｆ－１５緊急射出装置用部品

（防衛装備庁2022年HPより作図）

（防衛装備庁・2022年10社売上額）


